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 オーロラに伴う近赤外領域でのN2
+のA2Πu → X2Σg+遷移による発光は，Meinel（1951）

によって最初に発見され，この N2
+ Meinel 系の発見に続いて短波長赤外領域でもい

くつかの追加の N2
+ Meinel band および N2

 First Positive band が発見された．こ

の波長帯における詳細な分光学的研究は，1960−70年代に精力的に行われたものの，

オーロラの定常観測はすでに可視領域が主流であり，短波長赤外における観測研究は

90年代以降ほぼ行われていない．一方で，大気光においては短波長赤外領域の OH 

Meinel band が可視領域より明るいことから，2000年代後半からInGaAs検出器を用い

た観測が本格化した．OH大気光の発光層である高度80 km -90 km付近は，近年の気候

変動に伴い寒冷化が進んでおり，連続的な監視による動態把握が重要視されている． 

 本研究グループでは，2010年代後半より極域における短波長赤外分光観測を目指し

た試験観測や機器開発を推進し，2022年11月より北欧スヴァールバル諸島・ロングイ

ヤービン(北緯78°東経16°）にてイメージング分光器および波長狭帯域カメラによ

るオーロラと大気光の同時観測を継続している(Nishiyama et al., 2024)．また，高

度 300 km – 1000 kmに存在するオルソヘリウムは，多くの商用衛星が飛翔する高度

のトレーサーとして近年注目されており，He(23P-23S)の波長1083 nmの太陽光共鳴散

乱光による観測が有用である(Mironov et al., 1959; Nishiyama et al., 2025)． 

 本講演では，N2
+, OH, Heの異なる高度領域における，異なる波長の大気発光現象に

着目し，太陽活動を起源とするプラズマ擾乱に対して，幅広い高度(80 km - 1000 km)

にわたる超高層大気システムがどのように応答するのかを紹介する． 
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